
令和６年度 保護者交流会（防災講座）報告  

 

１ 日 時   令和６年１０月８日（火）  ９：３０～１１：３０  １３：２０～１４：５０ 

 

２ 日 程    ９：３０～１１：３０（防災講座）  

        １３：２０～１４：５０（保護者交流会） 

         

３ 場 所   本校多目的室・第一学習室 

 

４ 内 容  （防災講座）香川県学校防災アドバイザー４名をお招きし、前半は、技術士会の岩原廣彦氏に「南

海トラフ地震に備えてできること」というテーマで講話をしていただいた。後半は、

各家庭で行っている防災対策、備蓄品、福祉避難所等について、防災アドバイザー

に助言していただきながら、保護者同士で意見交換を行った。 

          （保護者交流会）グループに分かれて日頃の悩みや不安などについて話した。１・２組グループ

には進路指導主事が参加し、卒業後の生活についてや現在の悩み、福祉サービスの

利用などについて、２・３組グループは、グループホーム、デイサービス、訪問看

護、訪問リハ、子どもの成長、外出についてなど、いろいろな話題で情報交換した。 

            

５ 参加者   本校の保護者 １４人  教職員４人 

 

６ 感 想（アンケートより） 
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（小学部の保護者より） 

・防災について興味があったので、参加して良かったです。福祉避難所についての詳しい内容や先輩方のお話

も、自分が考えていなかったことや改めてそうか！と考えさせられるものが多く、皆さん真剣にトークされ

ていて、充実した時間でした。 

・とても勉強になりました。福祉避難所の設置数の少なさや、その対象者に障がいの方が含まれていない現実

に、少し打ちのめされました。在学中であれば学校へ避難でき、かつ校長先生がおっしゃっていたように、

同じように子どもたちのことを考えられる保護者さんがいるというのは、すごく心強く感じました。災害の

規模も、起きてみないと分からないので、どこまで準備したらいいのか分からないこと、不安だらけですが、

今回を機に思いつく限りの備えをしてみようと思いました。 

（中学部の保護者より） 

・香川県の指定福祉避難所の少なさに驚いた。今年から善通寺支援学校が福祉こども避難所になり、いざとい

う時、受け入れてもらえる場所があるのはすごく心強い。卒業後もフォローしていただけたら、なおいいな

あと思った。 

・とても参加したかったのですが、子どもの都合で行けませんでした。資料がありましたら、是非いただきた

いです。 

（高等部の保護者より） 

・大変役に立ちました。福祉避難所があるということ、学校に避難できることなどを知ることができて良かっ

たです。 

・各家庭の防災グッズや防災対策など、役に立つ話が聞けて良かったと思っています。障害者の避難所の受け

入れ場所とか、詳しく聞けて良かったです。我が家でも、防災の備えやグッズなどを準備していこうと思い

ました。 

・みんなの意見が聞けて良かったです。 

（卒業生の保護者より） 

・地震で満濃池が決壊したら学校まで水が流れてくることや、善通寺に自衛隊がある理由がため池や川が多い

ことだったことを初めて知った。個別避難計画書を作成すること、地域の指定避難所に入れるかなど、あら

かじめ確認できることはしておきたいと思った。 
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保護者交流会についてのご意見ご感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（中学部の保護者より） 

・こぢんまりと近い距離で「ママ友とのおしゃべり」のような楽しさ、気楽さがありました。でも中身はぎっ

しり情報盛りだくさんで、とても勉強になります。サービス選びの参考になりました。 

・先輩のお母さんから、卒業後に向けて又卒業後のことを聞け、今から少しずつ行動できることはしておこう

と思った。 

（高等部の保護者より） 

・いろいろと悩みをもたれていたり、各家庭の事情があったりすることが分かりました。司会がいた方が、も

う少しうまく皆のそれぞれの聞きたいことが聞けたように思います。教室が分かれていたのは良かったと思

いました。アドバイスいただき、ありがとうございました。 

・いろんな福祉サービスがあることを聞けた。子どもと一対一の接し方や言葉遣いに気を付けないといけない

と思った会でした。 

・いろいろ情報交換ができて良いです。 

（卒業生の保護者より） 

・あらためて福祉サービスの活用の仕方次第で親以外の大人と関わり、卒業後の生活に活かすことが大切だと

感じた。親が相談できる人や場所を作っておくことが大事だと思う。 

（高等部の保護者より） 

・知りたい情報は、進路のことや学校の様子。社会に出ていくために、この部分はマスターしておいた方がい

いという先輩方の声。グループホーム、デイサービス、福祉情報など。 

・希望がかなうかどうか分かりませんが、学校を卒業する前に、学校で子どもがどのように、どのような給食

を食べているのかを見ながら、一緒に給食を食べてみたいと思った。今日みたいに、午前に講演、午後に交

流会があって保護者が両方に参加するとき、学校で昼食を食べる時間、場所を作ってほしいです。 

 

今回の保護者交流会は、午前中に防災講座、午後から保護者交流会を行いました。 

防災講座での講話「南海トラフ巨大地震に備えてできること」は、細かく丁寧に説明してくださり、

とても参考になりました。参加できなかった方で、興味のある方は、学校に資料がありますので、お申

し出ください。 

午後からの交流会は２つのグループに分かれてじっくりと情報交換することができ、上記のとおり、

大変好評でした。３学期には、書面での保護者交流を計画しております。皆様ご協力よろしくお願いし

ます。 


